
輝け議会！対話による地方議会改革フォーラムin福津
２０１９年１１月１６日（土）

事 例 発 表

古賀市議会の取り組み

古賀市議会議員

奴間 健司



①１９９５年町議初当選 ７期目
②２０１１年５月から４年間議長
③２０１９年５月から

議会運営委員会委員長
政策推進会議会長
文教厚生常任委員

④地域医療と市民を結ぶ会 事務局長



議会改革の歩み



●議会活性化特別委員会 ●議会基本条例の視察研修
●三重県議会事務局次長による研修会
●「基本条例は、来任期における重要な検討課題」

●基本条例策定を掲げた議長 ●インターネット中継
●２０１４年、議会基本条例の施行
●災害対応要綱や看護大学とのパートナーシップ協定
●議会改革度ランキングで九州沖縄第１位

●「議会だより」の発行 ●議会閉会中の所管事務調査
●一日一委員会の開催 ●議長裁量による一問一答

●議会改革の定着、継続●まち・ひと・しごと地方創
生対応 ●スマホ、iPad対応 ●政策推進会議提言

●議会改革の継続 ●通称名使用要綱整備
●政策推進会議の新たな取り組み

模索

検討

実現

定着

・・・

１９９５年

２００７年

２０１１年

２０１５年

２０１９年



議長就任の所信表明（２０１１年５月）

議員連絡会の定期開催、必要に応じた会派代表者会議の開催
正副議長と事務局との定期的打ち合わせ

議会事務局の環境整備（体制拡充）
議員の調査研究活動、政策づくりサポート体制の充実

議会基本条例の制定、決算審査の充実、常任委員会における
所管事務調査と提言、各種団体との意見交換、議会全体での
研修会、第４次総合振興計画への議会提言

議会のインターネット中継・録画の配信、議会ホームページ
の充実、議会報告会の開催、市民が傍聴しやすい環境整備に
取り組む

市民の幸せ、環境、福祉、子育て、教育、産業振興など
魅力あるまちづくり実現 １９名の議員全員で努力誇りと魅力ある古賀市

開かれた議会

議会の役割発揮

民主的議会運営

議会事務局充実



議会基本条例等調査特別委員会設置（２０１１年６月２２日）

議会基本条例等調査特別委員会最終報告（２０１３年３月２６日）

議会基本条例案議員提案（８人、２０１３年６月６日）

賛成多数で可決（１３：５，６月１９日）

議会基本条例施行準備会設置（２０１３年８月２２日）

答申（２０１４年３月２０日）

議会基本条例施行に向けた会議規則改正案
全会一致で可決（２０１４年３月２７日）

議会基本条例施行（２０１４年４月１日）

先進地視察 市民アンケート 条例案検討小委 市民説明会

２
年
間
の
検
討

８
ヶ
月
の
準
備

実
践

●会議規則改正
●議会報告会
実施要綱
●政策推進会議
運営要綱
●議会全員
協議会規定

８ヶ月の準備
最大の特徴



２０１４年～２０１６年度
３年連続で九州・沖縄で

第１位の評価
２０１７年度～２０１８年度

九州沖縄で第９位

古賀市議会のランキング推移

２０１８年度
情報共有の順位が
７５位から２４１位に

大きく後退



政策推進会議

事例①



議会基本条例・第１３条
●市政に関して重要なものについて、議員間で共通
認識及び合意形成を図り、政策立案を推進するた
め、政策推進会議を開催することができる
●提言として取りまとめたものについて市長等に報
告することができる

政策推進会議運営要綱
●（所掌事務）政策課題の決定、調査研究の実施、政策的
条例案の策定、市長に対する政策提言の報告
●（役員会）副議長及び各会派から選出された者で役員会
を置く。
●（役員会の所掌事務）政策課題の募集及び選定、政策課
題発表会の企画及び実施、議会報告会を受けた政策課題
の発意、緊急性および必要性が高い政策課題の発意

議員間
共通認識

合意形成

政策立案

市長提言
政策条例



政策推進会議の実績（２０１４年度～１８年度）

テーマ 調査期間 結 論 主な内容

議会災害対応
半年間

２０１４年６月
↓

２０１５年１月

議会災害対応要綱
行動マニュアル
策定⇒議会ＢＣＰ

●議会の災害対策
本部設置、情報窓
口一本化

公共交通
１年８ヶ月

２０１５年６月
↓

２０１７年２月

公共交通体系の確立に
向けての提言（５点）
⇒コガバス、網計画

●乗車調査、市民
アンケートに基づ
く便数・路線改善

地域防災
１年

２０１７年６月
↓

２０１８年６月

防災への提言
７点の具体的提言
⇒ほぼ未着手

●防災基本条例の
早期制定
●発災後７２時間
の行動パターン
●行政区間の相互
応援協定



政策テーマ選定に向けて
発表会を実施

（２０１５年１０月１９日）

地域公共交通をテーマに決定
公共交通の構想（案）を

議員間討議

初めての政策テーマ発表会



２
０
１
６
年
８
月
上
旬

全
議
員
が
市
内
の
路
線
バ
ス
に
乗

車
し
て
現
状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

バス乗務員から説明を聞きました バスの中でアンケートに記入する高校生

乗客から直接聞き取りもしました 朝夕は通勤・通学で多かったです



９９４件の回答をパソコンで集計

２
０
１
６
年
８
月
～
９
月
１
０
日

公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

９
９
４
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

９９４件のうち約４割の回答にはご
意見がびっしり記入されていました

わざわざ切手を貼って郵送して
くれた方もたくさんいました

市民の切実な願いに応える取り組み



政
策
推
進
会
議
・
議
員
間
討
議

各
会
派
・
議
員
か
ら
の
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や
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間
の

討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た



市
長
に
提
言



政策推進会議
２０１７年度のテーマは「防災」

政策推進会議勉強会（９月２６日）
粕屋北部消防本部の九州豪雨被災地
救援派遣活動の報告会

政策推進会議全体会（９月２６日）
各議員、会派から問題提起
防災基本条例の必要性などをめぐり議論

湾岸議長協議会議員研修会（１０月２４日）
熊本県益城町の危機管理課職員を講師に学ぶ



２回目となる政策テーマ発表会
６人が８テーマを発表

①福岡堅樹選手の名誉市民顕彰
②古賀市健康づくり条例の
議員提案
③移動手段確保のための
「こがバス」再編計画の提言
④公共交通について
（コガバス路線拡大）
⑤環境について
（プラゴミ削減）
⑥ユニバーサルマナー
宣言都市古賀を目指す
⑦農林業の振興
⑧気候変動（地球温暖化）
に対する対応

２０１９年
１０月１８日



朝日新聞１０月１６日朝刊

温暖化で海水温が
高くなれば台風は発達

日本近海の上昇幅は
世界平均より高い

西日本新聞
２０１９年１０月１４日朝刊





長崎県壱岐市
気候異常事態宣言を９月議会で可決

１ 気候変動の非常事態に関する市民への啓発に努める

２ ２０５０年までに市内で利用するエネルギーを

再生可能エネルギーに完全移行

３ 森林の適正管理で温室効果ガスの排出抑制に取り組む

４ 日本政府や他の地方自治体に

「気候非常事態宣言」について連携を呼びかける

鎌倉市
１０月４日
議会可決



調査研究の方向性（案）

①気候変動の学習

②先進事例の調査

③古賀市での現状

①市長への提言

②条例案の提出

③都市宣言



大学との
パートナーシップ

事例②



福岡女学院看護大学 古賀市議会

健康寿命延伸に向けた学生の地域活動

議会と大学のパートナーシップ協定

公民館でのヘルスステーション

市と大学の包括的連携

●
全
国
市
議
会
議
長
会
の

フ
ォ
ー
ラ
ム

●
滋
賀
県
大
津
市
議
会
の

事
例
発
表
が
き
っ
か
け



健康づくり
意見交換
研修

議会の
政策形成
能力向上

大学の
教育環境
充実

地域社会
政策課題
適切な対処
地域の発展



福岡女学院看護大学と古賀市議会の
パートナーシップ協定を締結
（２０１５年２月２４日）

看護大学の松尾和枝教授が
議場で記念講演

（２０１５年２月２４日）



福岡女学院看護大学の松尾教授
県市議会議長会研修会で講演
２０１５年１０月１５日

健康寿命延伸、議会と大学との
パートナーシップ協定を発信

パートナーシップ協定に基づく取り組み

看護大学生
議員インタビュー
２０１５年５月から

毎年実施

看護大学生
地域診断発表会
議員も参加



パートナーシップ協定

学生の地域診断
発表会に議員参加

学生による
議員インタビュー

議会の
政策立案力向上

大学の
教育環境充実

⇒大学メリット
⇒議会メリット
⇒市民メリット

◎

△ △

◎



ご清聴ありがとう
ございました

古賀市議会議員
奴間 健司


